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2000（平成 12）年三宅島近海の地震活動

棚田俊收�

１．はじめに

2000（平成 12）年６月 26 日 18 時半頃より、三宅島で火山性地震が活発になりました。27

日午前中に同島西方沖で海底噴火が発生しました（白尾ほか、2000）。その後、震源は新

島・神津島海域へと移動しましたが、７月 4 日から再び島内を震源とする地震が起こり始

めました。7 月８日 18 時 41 分、マグニチュード（以後 M とする）5.1 の地震発生とともに、

雄山山頂部で噴火し、円形の陥没地形が形成されました。その後、7 月 14 日から 15 日に

かけて山頂で噴火が断続的に発生し、８月 10 日と 18 日、29 日には、規模の大きい噴火が

おこりました。これらの噴火にともなう火口の陥没と拡大は８月下旬まで続きました。

地震活動は、６月末から８月初旬までがもっとも激しく、７月１日 16 時１分と７月 30

日 21 時 25 分には、最大Ｍ 6.4 の地震が発生しました。16 時１分の地震では、神津島で震

度６弱を観測し、土砂崩れによって島民１名が亡くなられました。９月以降、地震の発生

割合は、震度１以上を観測した月別地震発生回数で比較すると６～８月の数％と著しく低

下しました（気象庁、2000）。

温泉地学研究所では、三宅島・神津島付近の地震・火山活動の活発化に伴い、これらの

活動を注意深く見守るともに、神奈川県内の地震・地殻変動観測との関連性を検討しまし

た。

ここでは、地震活動の特徴、神奈川県内の震度、神奈川県西部地域の地震・地殻変動観

測結果との関連性についてまとめました。

２．地震活動の特徴

今回の活動における特徴として、まず、震源域の移動が挙げられます。三宅島のマグマ

活動に関連した地震活動は、初め三宅島およびその近海で発生し、その後新島・神津島近

海へと拡がりました（図１）。これは、ＧＰＳなどの地殻変動観測からマグマが貫入したこ

とによって生じたと考えられています（例えば、岡田、2001）。

特徴の第２は、地震活動の激しさです。活動様式は群発地震活動タイプで、６月から８

月の間にＭ 6.0 以上の地震が４回、M5.0 以上が 40 回以上、M4.0 以上が 500 回を超えて発

生しました。三宅島に設置された気象庁の計測震度計によると、震度１以上の地震は６月

に 1919 回、７月に 8218 回、８月に 3744 回発生しています（たとえば、気象庁、2000；地

震調査研究推進本部、2000 など）。著者は 11 月下旬、離島した三宅島住人から、地震が活

発な７月頃の状況を直接伺える機会がありました。その方の話によると、当時、地震の揺

れは一日中感じられ、とても安心して熟睡できる状態ではなかったそうです。

岡田（2001）によると、今回の活動における M4.0 以上の地震数は、伊豆半島東方沖群発
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図１ 三宅島～新島・神津島近海の地震活動 (気象庁資料 )
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地震活動における過去 20 年間の総計や松代群発地震における約 2 年間の総計をはるかに

上回っています。さらに、M4.0 以上の地震数としては、M8 クラスの 1994 年北海道東方

沖地震の余震数に匹敵し、群発地震としてはわが国の地震観測史上最大のものであったと

報告しています。

３．三宅島・新島近海で発生した地震に伴う神奈川県内の有感回数

神奈川県内の各市町村 37 ヶ所では、県防災局の震度情報テレメータシステムによって、

震度情報が把握されています。このシステムによると、2000（平成 12）年の 1 年間、三宅

島・新島近海の地震によって、県内で震度２以上が３地点以上で観測された地震は 19 回

でした（棚田ほか、2001）。そのうち、県内で最大の揺れを記録した地震は、下記の２回で

あった。

①７月 15 日　10 時 30 分　　M6.3   震度４：鎌 倉 市

②７月 30 日　21 時 26 分　　M6.4   震度４：二 宮 町

各市町村別の有感地震回数を図２に示しました。三宅島・新島近海で発生した地震に伴

う震度１以上の揺れは、県内ほぼ全域で観測されました。震度２以上の揺れは、相模湾沿

岸や相模川沿いの市町に集中していることがわかりました。

４．神奈川県西部地域の地震・地殻変動観測結果との関連性

神奈川県西部では、近い将来マグニチュ－ド７クラス地震発生の可能性が指摘されてお

り、その発生場所から「神奈川県西部地震」と名付けられている（神奈川県、1993）。

発生が懸念される理由として、相模湾北西部では 17 世紀以降，被害地震が約 73 年ごと

に繰り返しているにもかかわらず、1923 年の関東地震以後 77 年間被害地震が発生していな

いこと（石橋、1994）、伊豆半島周辺の地震や火山活動が断続的に「神奈川県西部地震」想定

図２ 各市町村別の有感地震回数
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域に向かって北上していることや想定域内で地震活動が低下していることが挙げられて

いる（力武、1980；茂木、1981；吉田、1982）。

そこで、温泉地学研究所は、三宅島周辺の地震・火山活動とともに、群発地震活動の北

上や神奈川県内の地震・地殻変動観測データとの関連性を注意深く見守りました。

地震観測の結果、2000（平成 12）年末現在、群発地震活動は新島近海より、北に移動する

ことはありませんでした。しかし、箱根火山では４月から９月の半年間に５回群発地震が

発生しました。箱根火山の群発地震活動は、三宅島や伊豆大島の噴火活動と同時期に高ま

る傾向がある（平賀、1987；伊東、棚田、1999）。今回の箱根火山における活動も、三宅島

近海における地震・火山活動に関連したものと考えられます。一方、箱根以外の県西部地

域では、目立った地震活動は認められませんでした（棚田ほか、2001）。

また、群発地震活動域から 100km 程度の位置にある房総半島の館山や伊豆半島南端部で

は、VLBI や GPS 観測の観測網に変化がありました（例えば、地震予知連絡会、2001）。し

かし、神奈川県西部地域は群発地震活動域から 150km 以上離れていることもあり、地殻変

動観測データには異常な変化が認められませんでした。
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